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前年同期比で見た第 2Q の GDP は▲3.7％となり、第 1Q の▲9.6％（再修正値）から大幅に下げ幅を縮小した。た

だ、08 年第 4Q（9～12 月期）以降 3 四半期連続のマイナス成長が続いた。セクター別に見ると、以下の通り。 

 製造業においては、バイオメディカル（製薬関連）分野が急回復しているほか、主力のエレクトロニクス分野も

在庫補充に伴う改善などのことから、前年同期比▲1.5％となり、第１Qの▲24.3％からマイナス幅が大幅に縮

小した。 

 建設業は前年同期比では+18.3％と引き続き好調に推移したものの、第 1Q の+24.4％より鈍化した。 

 サービス業については、依然低迷状態が続き、卸売・小売分野で海外卸売への依存度が高いことから貿易

縮小の影響を受け不振が続く上、新型インフルエンザの影響もありホテル・レストラン分野も観光客の減少で

引き続き苦戦したことから、前年同期比▲5.1％となった。 

 

                           シンガポールＧＤＰ成長率の推移（前年同期比）        （単位：％） 

2007 年 2008 年 2008 年 2009 年 

業    種 
通年 通年 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

全産業 7.8 1.1 6.7 2.5 0.0 -4.2 -9.6* -3.7 

  製造業 5.9 -4.1 12.6 -5.6 -11.0 -10.7 -24.3* -1.5 

  建設業  18.2 20.3 13.1 23.7 26.0 18.5 24.4* 18.3 

  サービス業 8.1 4.7 7.5 7.5 5.5 -1.3 -5.1* -5.1 

注）２００７年通年の各成長率は、２００９年４月１７日付弊事務所発アジアニュースにて発表後、現在記載の数値に修正。 
*修正値 

また、シンガポール通産省（MTI）は 09 年通期の成長率見通しを上方修正の背景について、以下の 3 点を挙げて

いる。 

 第 1Q の GDP 成長率の再修正（上方） 

（第 1Q の全産業の成長率は、季節調整済前期比では 4 月公表の速報値時点の▲19.7％から、5 月公表の確定値▲14.6％に、直近の再修正値

では▲12.7％まで改善した。前年同期比も速報値では▲11.5％だったが、確定値では▲10.1％に、再修正では▲9.6％まで改善した） 

 製造業の中でバイオメディカル分野が急回復し、第 2Q の GDP 成長率を押し上げたこと 

 下半期（7～12 月）の景気の先行きは、下振れリスクを伴うものの緩やかな回復が続く見込みであること 

 

以上 

 7 月 14 日、シンガポール通産省(MTI)は 09 年第 2Q（4～6 月期）の経済成長率（GDP 成長率）の速報値

が前期比（季節調整済、年率換算）+20.4％と発表した。08 年第 1Q（1～3 月期）以来 5 期ぶりにプラス成

長に転じ、定義上のリセッション（景気後退）から脱却した。 

 09 年通期の成長率見通しを従来の▲6.0～▲9.0％（4 月の修正値）から▲4.0～▲6.0％に上方修正し

た。 


